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ことばの科学
Language and speech science

みずみずしい「ことば」の科学は人間探求の道しるべです

設置の趣旨・概要

　本学では、「ことば」に直接関連する学問分野は、各学部にまたがってたくさんあります。各学部でそれ
ぞれ必須な「ことば」の教育を受ける機会はありますが、この副専攻では、分野横断的（トランスディスプ
リナリ）な「ことば」に関する事項を学習、研究します。「ことば」はヒトを特徴付ける人間の英知の結晶
であり、その学問分野は多岐に渡っています。例えば、ロボットに人間のような音声言語処理機能を持たせ
るためには、歴史的に形成されてきた言語に関する伝統的な学問に加え、さらに多面的な理解が必要となっ
てきます。伝統的な学問を学ぶものにとっても、違った立場から、これまでの学問を見直すことによって、
その本質をより明確に捕らえられる可能性が広がります。ちょうど外国に出掛けると日本の姿が違って見え
てくるように、新たな「ことば」の面白さ、重要性を見つけてもらうのが、この副専攻の設置目的です。「こ
とば」を使うことの難しさが引き起こしている社会的な問題からケータイなどの通信技術、情報処理、認知
科学等々の分野で進められていることばに関する先端研究まで、扱ってゆきたいと考えています。単一の学
部で全てを網羅することが難しい多面的なことばの広がりを学び、「ことばを科学する」能力を涵養するこ
とを狙いとします。

履修モデル

　多岐の学問分野に亘り、異なった知識背景、関心を持つ学生が、必要に応じ言語学、情報科学を中心とす
る「ことば」に関連する学問を習得できるような授業・演習科目の提供、今後の学習計画のアドバイスを行
えるような副専攻を考えました。各履修者が属する学部が提供する「ことば」に関する授業の違いや受講目
的の違いを考慮して、コア科目としては、伝統的な言語学の授業に加え、情報科学・工学に亘った科目を選
択できるようにしています。分野横断的な幅広い知識獲得を期待しますが、いわゆる理系、文系に限った従
来の授業受講中心でも副専攻課程を修了することができるように配慮しています。

履修開始時 修　了　時 修了後の展望

本副専攻に興味・関心がある 「ことば」の研究が、どのような展開
をしてきたかを多面的に理解し、具体
的な言語や音声の分析を通じて科学的
な理解とは何かを体得している。

言語学、音声学はもとより情報処理、心理学、
語学教育、言語政策などの言語に関連する諸分
野で、自分なりの広い視点を持つことができる。

学生へのメッセージ

　伝統的な学問や授業、長い教育の歴史、蓄積された知識が良く整理された教科書などに基づいた学問の習
得が、効率的な知識の涵養に役立つことは間違いありません。しかしながら、完成度の高い知識吸収だけで
は、柔軟なものの考え方、本質的なものの見方、異分野・文化を持つ人間との交流など、現実世界で求めら
れる能力の涵養には不十分な気がします。この副専攻では、我々が使用している「ことば」をじっくりと考
え直すことによって、受講者自らが自分の意志で種々の知識を吸収し、学習、研究に役立てて欲しいと思い
ます。「ことば」に関連する学問は広く、現在の副専攻では、限られた授業しか提供できていないかもしれ
ませんが、先々は皆さんの期待に応えられるような科目の充実も図ってゆきたいと考えています。受験など
の社会的外部環境で分かたれた理系、文系といった違いをはじめ、共有する歴史が異なる年代間の違い、言
語そのものの相違によることばの違いを乗り越え、人と人がみずみずしい感動を共有できるための「ことば」
の使い方を自ら考えていく機会として、この副専攻を使っていただきたいと思います。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位　（コア科目４単位、選択科目12単位）以上

★コア科目 修了必要単位＝４単位

項 設置学部・
センター 科　　目　　名　　称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備　　考

１ オープン 言語学（意味論） 益子　真由美　他 １年以上 通年            水２時限 早稲田 ４  
２ オープン 言語学（言語と社会） 武黒　麻紀子 １年以上 春学期          水２時限 早稲田 ２  
３ オープン 言語学（統語論・入門） 乙黒　亮 １年以上 春学期          金３時限 早稲田 ２  
４ オープン 言語学（統語論・応用） 原田　康也 １年以上 秋学期          水１時限 早稲田 ２  
５ オープン 言語学（音韻論） 北原　真冬 １年以上 春学期          月３時限 早稲田 ２  
６ オープン 言語学（形態論） Ｂ・デシェン １年以上 秋学期          木３時限 早稲田 ２  
７ オープン 言語学（言語類型論） 乙黒　亮 １年以上 秋学期          金３時限 早稲田 ２  
８ オープン「ことば」の情報処理 匂坂　芳典 １年以上 春学期          火４時限 早稲田 ２ ○
９ オープン 談話分析 菊池　英明 １年以上 春学期          月３時限 所沢 ２  上級生優先枠５名
10 オープン 言葉を話す仕組み １年以上 ２ 2012年度休講
11 オープン 全学共通副専攻修了演習（ことばの科学）　01 匂坂　芳典　他 １年以上 秋学期          無その他 早稲田 ２ ○ 履修必須

★選択科目 修了必要単位＝12単位

項 設置学部・
センター 科　　目　　名　　称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備　　考

１ オープン 言語学（音声学概論） 匂坂　芳典 １年以上 春学期          木２時限 早稲田 ２  
２ オープン 言語学（音声学実習） 北原　真冬 １年以上 秋学期          月４時限 早稲田 ２  
３ オープン 文法理論入門 近藤　悠介 １年以上 秋学期          水５時限 早稲田 ２  上級生優先枠７名
４ オープン 英語音声学 近藤　眞理子 １年以上 秋学期          木１時限 早稲田 ２  上級生優先枠５名

５ オープン Computer Assisted Language Learning　 ストックウェル　グ
レン １年以上 秋学期          火３時限 早稲田 ２  

６ オープン 音声学・音韻論演習 １年以上 ２ 2012年度休講
７ 政経        言語学  01 室井　禎之 ２年以上    秋学期          火２時限 早稲田 ２

８ 法学        言語学 Ⅰ　Ａ（ストックウェル） ストックウェル　グ
レン １年以上    春学期          水２時限 早稲田 ２

９ 法学        言語学 Ⅰ　Ｂ（武黒） 武黒　麻紀子 １年以上    春学期          木４時限 早稲田 ２
10 法学        言語学 Ⅰ　Ｃ（北原） 北原　真冬 １年以上    秋学期          月２時限 早稲田 ２
11 法学        言語学 Ⅰ　Ｄ（首藤） 首藤　佐智子 １年以上    秋学期          火４時限 早稲田 ２
12 法学        総合講座「言語情報研究入門」 武黒　麻紀子　他 １年以上    春学期          木６時限 早稲田 ２
13 教育        応用言語学 上田　倫史 ３年以上    通年            金３時限 早稲田 ４
14 文構 言語学入門 森田　彰 １年以上    春学期          木６時限 戸山 ２
15 基幹 ことばの数理 匂坂　芳典 ３年以上    春学期          水１時限 西早稲田 ２
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